情報検索スキルアップ研修会　10月25日　西入幸代

テキスト　情報の活用と発信
レポート---テーマは与えられる　　　　　　論文---テーマを自分で考える

レポート作成の流れ　ｐ103

　⑦構成を考える　ｐ104

序論、本論、結論

引用の方法　ｐ106

SIST　科学技術情報流通技術基準
http://sist-jst.jp/
「文献を引用したい」

図表の利用　ｐ109　　グラフの種類
ホームページを利用した情報発信　ｐ110

　HTML言語　　　基本のタグ
http://ueda.zuku.jp/jyouhou/searcher/2010/test.html
http://e-words.jp/w/HTML.html
資料調査の基本的な手順

１　概要とキーワードを知る←百科事典

· ジャパンナレッジ（有料）　http://www.japanknowledge.com/top/freedisplay
· yahoo百科事典　http://100.yahoo.co.jp/
· ウィキペディア　（いつも更新されている）
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A1%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%9A%E3%83%BC%E3%82%B8
２　図書、雑誌記事を探す

· 国会図書館リサーチナビ　http://rnavi.ndl.go.jp/rnavi/　

· 国会図書館サーチ　http://iss.ndl.go.jp/
· Webcat Plus 　http://webcatplus.nii.ac.jp/
３　市場規模・統計を調べる

· 官庁統計　政府統計の総合窓口　http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/eStatTopPortal.do
· 業界団体、　　

· 市場調査会社等による調査レポート、　

· 業界誌紙
· 白書、年次報告書等　電子政府の総合窓口　　　　　http://www.e-gov.go.jp/link/white_papers.html
４　科学技術情報などをデータベースで調べる

· J-GLOBAL科学技術総合リンクセンター　 http://jglobal.jst.go.jp/
· JDreamII（有料） 　http://pr.jst.go.jp/jdream2/
· J-STORE（研究成果展開総合データベース）http://jstore.jst.go.jp/index.html
· 研究者研究者人材データベース　http://jrecin.jst.go.jp/seek/SeekTop
５　新聞記事を調べる

47NEWS　http://www.47news.jp/
日経テレコン２１（有料）http://t21.nikkei.co.jp/g3/CMN0F11.do
信濃毎日新聞データベース（有料）

６　Web情報
Ｙａｈｏｏやgoogleではアクセスできないwebサイトがある。

例　ルーラル電子図書館

http://lib.ruralnet.or.jp/
資料調査
依頼内容　　・ベトナムでは、鹿肉が高級肉・ベトナム富裕層に、鹿肉を提供できないものか
　　　　　　・日本と海外での鹿肉の扱われ方、市場規模　・日本の鹿肉の特徴
調査時2010.10.9
作成者：NPO上田図書館倶楽部　西入幸代

現段階では資料の所蔵調査が中心ですが、今後必要により分野を絞って図書や文献を取り寄せ内容を確認する詳細調査が可能です。
　１鹿肉料理について
ベトナムでは鹿肉はなじみがある食材のようである。それには「19世紀から20世紀にかけてフランスの植民地統治を受けていたため、他のインドシナの国々同様、フランスの食文化の影響も多く残されている。」wikiから引用　という背景がある。　参考資料1,2
フランス料理では、ジビエ（野生鳥獣肉）は良く利用されており、中でも鹿肉はベニソン（Venison）と呼ばれ、高級食材として扱われている。参考資料3,4
ベトナムの食事情をみると、近年食生活が豊かになり、健康や美容に配慮して「いろいろのものを食べる、油を控える」という配慮がされるようになってきているようである。　
ベトナムの食生活調査—ベトナム日本語学校での2002年と2006年調査の比較—日本食生活学会誌Vol. 20 (2009) , No. 4 pp.328-337　http://www.jstage.jst.go.jp/article/jisdh/20/4/20_328/_article/-char/ja
他　参考資料5,6
鹿肉は脂肪分が少ないという特徴があり、健康志向の食材として注目されている。参考資料7,8
日本では鹿肉は従来“もみじ”と称して鍋やジンギスカンなどに利用されてきたが近年はフランス料理の材料として活用しようという動きもみられる。参考資料9,10
２日本の鹿肉の現状について

日本での状況を見ると「鹿産物の生産、流通、防疫などに於いては、基準、規定や工程システム、技術体系などが未整備であり、法的裏付けがないのが現状」のようであり「鹿資源を産業とする取組みは未開拓の分野であり、また、社会情勢の変化に対応した形で、その推進が求められていることから、多面的に、幅広い事業展開を図りながら現在に至っています。」という状況にある。
引用元　全日本鹿協会http://nihon-shika.info/gaiyo.html
日本の鹿肉の流通形態としては、野生鹿の食肉として利用、養鹿、輸入肉がある。
（１）野生鹿の食肉として利用

鹿の捕獲数は年々増加しており、平成19年度の全国の捕獲頭数は257009頭である。

　参考資料　11　環境省鳥獣統計より作成した捕獲数の推移
しかし、長野県において平成１７年度の捕獲実績は6,399頭であり、そのうち約９％が食用として利用されているにすぎず、長野県内で６０店舗が季節的に取り扱っているにとどまっている。
参考資料　12　　捕獲した野生鳥獣の有効活用について　長野県　

北海道におけるエゾシカの利用についても「平成１７年度に食品衛生法に基づく道内の食肉処理施設において解体処理され、流通しているエゾシカ肉は約７千頭である」というのが現状である。
参考資料　13
しかし全国的には有害鳥獣対策や地域おこしとして鹿肉の有効利用を模索する動きは活発で、行政の支援もありさまざまな取り組みがみられる。参考資料　14、15、16、17
捕獲した鹿肉を流通させるためには衛生的で安全な食肉処理、販売に取り組む必要がある。このため県レベルで取扱マニュアルを作成している。（食品衛生法、鳥獣保護及び狩猟の適正化に関する法律、動物の愛護及び管理に関する法律など各法令を十分理解し、鳥獣保護管理計画に基づいて取り組む）
参考資料　18　信州ジビエ衛生管理ガイドライン　
（２）日本における養鹿について

養鹿（ヨウロク）については全日本鹿協会　http://nihon-shika.info/　が日本における養鹿を新しい産業として進展させることを目的とし、基礎調査、技術研究、海外調査、国内調査活動をしている。補助事業として 鹿の肥育技術の確立（H14）鹿の肥育技術の確立と鹿肉調査（H15）鹿飼育技術マニュアル作成（H16） 養鹿経営適正モデル・牧場調査（H17）養鹿経営を安定させるための指針作成（H18）を行っている。参考資料19　
また養鹿の歴史、実態、将来性についての考察を、「丹治藤治「養鹿事業の実態と将来の可能性」http://www.yezodeer.com/shirou/archives/tanji.htmlでみることができるが養鹿数や養鹿施設数の把握はできなかった。これらの資料を見る限り、養鹿は市場で一定量の流通を確保できる段階には至っていないと考えられる。
（３）輸入鹿肉について

貿易統計では鹿が調査対象となっていないため輸出入量を把握できなかった。そこで参考までに動物検疫統計を見ると下表のとおりである。なお輸出に関しての検疫実績はない。

インターネット通販サイトでは多数の業者が鹿肉を扱っており、輸入物としてはニュージーランド産が多い。
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動物検疫統計平成21年輸入畜産物検疫数量速報から作成

http://www.maff.go.jp/aqs/tokei/toukei.html
厚生労働省　輸出食肉認定制度中に対ベトナム輸出食鳥肉の取扱いについての記述がある。
（平成22年8月9日食安発0809第2号厚生労働省医薬食品局食品安全部長通知）
　　 * 対ベトナム輸出食鳥肉取扱要領
　　 * 対ベトナム輸出食鳥肉取扱施設の登録に係る留意事項について
 　　* 対ベトナム輸出食鳥肉取扱施設一覧
なお平成22年9月17日現在のこの資料で見る限り長野県内には取扱施設がない。http://www.mhlw.go.jp/topics/haccp/other/yusyutu_syokuniku/index.html
さらに鹿肉には、貯蔵中に発生する不快臭発生の問題が指摘され、解体後できるだけ空気に触れないように真空パックにするなどの処理が必要とされこの対策研究も数多く報告されている。生食の場合はE型肝炎の感染源となることがあるという衛生上の問題も指摘されている。参考資料20、21、22
以上のように、ベトナムには鹿肉料理を受け入れる食文化、食事情はあると推定され、ベトナムで鹿肉料理を提供する事業展開の可能性はあると思われるが、日本の鹿肉を輸出するためには食用鹿の量的な確保、衛生的、安全な肉処理体制の確立など、クリアしなければならない諸問題があると考えられる。
参考資料
１　図書　　ベトナムの料理とデザート　
Webcat Plus 　http://webcatplus.nii.ac.jp/
ベトナム料理は、中国・フランスの植民地時代の影響が大きく、それぞれの食文化をうまく取り入れ、非常に洗練された料理でもあります。しかし、一番おいしいベトナム料理は家庭料理にあります。本書は、著者が小さいころから母に教わってきた、代々受け継がれた味を中心に、本格的なベトナムの家庭料理を紹介します。

著者：トウェン・P.T.　　　出版元：PARCO事業局出版部　　刊行年月 2001.8 　　111p ; 21×21cm

2Ｗｅｂ情報　　　世界の食べ物　　　　http://worldfoods.tabi-navis.com/asia/vietnam/nai-xao-chua-ngot.html
ナイ・サオ・チュア・ンゴット nai xào chua ngọt [鹿肉の甘酢炒め]
Back
3　図書　フランス料理の探究 : フランス料理フォーラム
上 / 下

クラブ・デ・トラント著　[目次抜粋]* 鶏 * 鴨* 野鳥* 牛・豚* 仔羊* 仔牛* 猟獣* 内臓

出版元 　柴田書店　　刊行年月 　1992.6-1992.9

Webcat Plus 　http://webcatplus.nii.ac.jp/
4　図書　フランス料理13章 : 日本で究めるモダン・クラシック

ドミニク・コルビ著　　[目次抜粋] * 家禽 * 肉 * ジビエ

出版元 
柴田書店　　刊行年月 　2006.2

Webcat Plus 　http://webcatplus.nii.ac.jp/
Back
5　雑誌論題　　世界の食文化④　
森枝卓士　、農文協、ｐ43-1362005　　ルーラル電子図書館（有料）http://lib.ruralnet.or.jp/
6　雑誌論題     ベトナムの食文化

著者：田口 眞人　　雑誌名：輸入食糧協議会報　　　出版者・編者：輸入食糧協議会事務局

巻号･年月日 (631) [2001.4]　　　　ページ 
61～66
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7　栄養面成分　
「五訂増補日本食品標準成分表」　　http://fooddb.jp/
8雑誌論題   鹿肉 高まるヘルシーミートのポジション,養鹿の基盤整備が鍵 (特集 最需要期迎えるグルメミート総ざらえ)

雑誌名：ミート・ジャーナル　　　出版者・編者：食肉通信社 / 食肉通信社 〔編〕

巻号･年月日  37(10) (通号 443) [2000.10]  　　ページ 48～53　＊

9　web情報　「鹿肉」をフランス料理店に売り込め～鹿肉の高級食材化～

東近江地域振興局農産普及課

http://www.pref.shiga.jp/g/agri/kannrigijutu/h20siganofukyuukatudoujissekishyu/26higasioumijuuniku.PDF
10　雑誌論題    ジビエ料理の普及は、獣害対策につながるのか?--「鹿肉利活用」のポイントは、「販路の確保」と「調理法の普及」 (特集 踏み込めるか野生鳥獣対策--野生鳥獣害の拡大と被害防止の新たな方向) -- (新たな踏み込みを現場にみる)

著者：松井 賢一　　　雑誌名：農業と経済　　　　出版者・編者：昭和堂

巻号･年月日 75(2) [2009.3]  　　ページ 70～79　＊

Back
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11　鳥獣統計　
http://www.env.go.jp/nature/choju/docs/docs2.html
鳥獣関係統計資料----12-4

Back
12　web情報　捕獲した野生鳥獣の有効活用について　長野県http://www.pref.nagano.jp/rinmu/shinrin/04chojyu/14_riyo/yukokatuyo.pdf
Back
13　 web情報　北海道　エゾシカ有効活用のガイドライン
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/NR/rdonlyres/4B511A50-014F-4C67-93FE-7BCB2136077A/929252/HPezosikaguideline.pdf
Back
14　 web情報　平成18～19年度滋賀県東近江地域振興局圏域事業「獣害のない元気な里づくり推進事業」成果物「ニホンジカ料理レシピ集　ベスト２１９」

この資料では鹿肉の特徴や栄養、保存方法などについても詳しく述べられています。
http://www.eonet.ne.jp/~hayazaki/sikarecipe.pdf
15　図書   「鹿肉を利用した西洋料理等レシピ集 : 平成13年度鹿資源利用開発調査研究委託事業報告書」　
責任表示：全日本養鹿協会編　　　　出版者：全日本養鹿協会　　　　出版年：2002.3　＊
16　web情報　　農林水産省「　農業者と地域関係者との連携による農畜産物の高付加価値化」

 「カレーハウスCoCo壱番屋」「鹿カレー」が大ヒット（日野町役場農林課） 
http://www.maff.go.jp/kinki/seisaku/6zi_sangyo/55sen/pdf/7_7jirei.pdf
17　新聞記事
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Back
18　信州ジビエ衛生管理ガイドライン

http://www.pref.nagano.jp/eisei/syokuhin/nyuniku/jibie/jibie03.pdf
Back
19　雑誌論題   日本の養鹿--全日本養鹿協会の活動から(7)鹿の生産技術の確立に向けて--調査と研究(3)鹿肉と鹿肉料理 
著者 ： 辻井 弘忠　　雑誌名  ：畜産の研究  　　出版者・編者  ：養賢堂 　　巻号･年月日  61(7) [2007.7] ページ   799～804　＊
Back
20　雑誌論題　   鹿肉の特徴と貯蔵中の変化 

渡辺 彰：佐藤 博　松本 光人　　雑誌名：畜産の研究  　　著者出版者・編者：養賢堂 
巻号･年月日   47(6) [1993.06]　　 ページ   p680～684    
抄録：鹿 枝肉の特徴や貯蔵中の1)硬さ,2)筋原線維小片化率,3)アクチンに対する分子量30kDの蛋白質の濃度比,の変化を牛肉と比較し,鹿枝肉の取扱いと問 題点についてまとめた。3℃保存で熟成期間は7日程度と推定されるが,この頃にはすでに異臭を放つようになる。この問題とコールドショートニング問題解決 のため,電気刺激法の研究推進が必要と考える　　J-GLOBAL
21雑誌論題   貯蔵中に発生する鹿肉の不快臭と脂質酸化

雑誌名   日本畜産学会報　　　Journal@rchive　に全文PDFあり
著者 ：渡辺 彰; 佐藤 博; 松本 光人他    　  出版者・編者：日本畜産学会 / 日本畜産学会 編 
巻号･年月日   69(5) [1998.05]　　　 ページ 489～492    
22　雑誌論題　　食の安全と感染症　　Ｅ型肝炎と豚肉，鹿肉，猪肉の安全性 

著者：ＬＩ　Ｔｈｉａｎｃｈｅｎｇ　石井孝司　武田直和　感染症研大学

雑誌名：臨床とウイルス　　　20081010 　巻、号、頁、特殊号  巻:３６ 号:４ 頁:298-304
（JDreamII（有料） 　http://pr.jst.go.jp/jdream2/
Back
関連資料：ベトナムのビジネス情報
JETRO

海外のビジネス情報＞ベトナム
http://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/239761/www.jetro.go.jp/world/asia/vn/index.html
基礎データ　貿易為替制度　統計　投資制度　貿易・投資相談Q&A
* 日本からの輸出に関する相手国の制度など
* 日本からの進出(投資)に関する相手国の制度など
調査レポート　知的財産に関する情報
図書　　　ベトナム進出完全ガイド : ベトナム最新事情と投資貿易実務

本稿の目的はベトナムの投資環境の分析、失敗のない戦略的進出方法の解説から、進出に当たっての物流・工場建設・労務・税務管理など、ベトナムの現場での的確な事業展開ができる実務的、且つ具体的な手引きを紹介することである。

[目次]* 第1章 ベトナムを知っていますか* 第2章 ベトナムの生産拠点としての存在意義* 第3章 日系企業のベトナム進出動向、成功例と失敗例の検証* 第4章 ベトナムの加工輸出の特性、委託加工と情報産業 * 第5章 南北ベトナムの特性、物流および工業団地事情 * 第6章 ベトナムのWTO加盟と新投資法・新企業法の概要* 第7章 ベトナムの会計と税務* 第8章 ベトナムの労働法と労務管理* 第9章 ベトナムにおける人材育成と労務管理への提言* 第10章 ベトナムのビジネスリスクとその回避法　　
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図書　　　ベトナム進出ベストパートナー50

ベトナム進出を検討する企業・人にとって、頼りになるパートナー企業候補を一挙紹介。
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